








立って， Lewisにrecombinanthuman G-CSF (rhG-
CSF) 125 μ g/kgを1日2回5日間，計10回皮下注し，
手術直前に同じく LewisにTacrolimus2 mg/kg筋注
を行った。移植手術24時間後にグラフトを摘出し，サ















8. Localization and Expression of Tissue Inhibitor of 
Metalloproteinase-1 in Human Urothelial Cancer 
























9. Three-dimensional navigator for retroperitoneal 
laparoscopic nephrectomy using multidetector 
row computerized tomography 
（経後腹膜的腹腔鏡下腎摘術における多検出器列
CTを使用した三次元ナビゲータ一）
丸川和志
（展開医科学専攻病態情報医科学講座放射線医学）
［目的］経後腹膜的腹腔鏡下腎摘術における三次元ナ
ピゲーターの有用性を評価した。
［方法l21人（限局された腎癌； 16，尿管癌； 5)
に対し、多検出器列 CT検査を施行した。三次元ナピ
ゲーターを volumerendering技術にて作成した。そ
の所見を術中ビデオと比較した。
｛結果］三次元ナピゲーターにて全ての腎動脈
(100% sensitivity）と25本中24本の腎静脈（96%sen-
sitivity）が描出された。腫傷と腎茎部動静脈と副腎と
それらの位置関係を含む腎茎部解剖は術前に経後腹膜
的腹腔鏡と同様に描出された。
［結論］三次元ナピゲーターは経後腹膜的腹腔鏡下腎
摘術において重要な役割を担うものと成りうる。これ
は外科医に貴重な情報を与え，出血，損傷などの手術
のリスクと合併症を軽減させるものとなると考える。
